
生ゴミで地域活性化と交流を
三里木エコステーション開所式

　三里木地区と三里木商工繁栄会の「ゴミニケーショ
ン（地域内の生ゴミたい肥化）による地域のきずな再考
事業」実施に伴うエコステーション開所式が９月７日、
三里木町民センターで開催されました。三里木商工繁
栄会の樋口会長は「地域と商店街、そして三里木地区
全体の活性化のために生ゴミで交流を行います」とあ
いさつ。生ゴミたい肥化機械は三里木公園のエコス
テーション内に設置され、地域住民の新たな交流の場
として期待されています。

▲樋口会長の説明を聞く地域住民や関係者たち

母校の中部小学校新校舎の完成を祝う
中日ドラゴンズの荒木雅博選手が中部小へ寄贈

勝利へ！みんなの思いを一つに
地域とロアッソ熊本の絆「ゲーフラアワード2013」
　熊本日日新聞社とサッカーＪ２ロアッソ熊本の運営
会社でつくる「みんなで行こうＪ実行委員会」が８月
23日、町を訪問しました。11月17日に行われる第７
回くまもとサッカーフェスタで実施するロアッソ応援
旗コンテスト「ゲーフラアワード2013」への参加を
依頼しました。これは、ロアッソ熊本への応援と地域
をPRする旗を募集し、当日のフェスタでエール交換・
応援に使うためのものです。最後にエンブレムに気持
ちを込めて手を触れ、勝利を願いました。

▲「絆エンブレム・モノリス」に手を触れ勝利を願う井手副町長ら

　中日ドラゴンズに所属する荒木雅博選手（菊陽町出
身）が８月29日、「第36回　三井ゴールデン・グラブ
賞」のトロフィーとファインプレーの写真を中部小学
校に寄贈しました。これは、卓越した守備でチームに
貢献し、プロの技術を発揮したプレーを基準として選
出された「守備のベストナイン」を表彰するものです。
寄贈式に来られた荒木選手の父、荒木義博さんは「本
人は中部小学校に今でも思い入れがあるようです。今
後も中部小学校の発展に期待します」と話しました。

▲菊陽中部小の岩根校長（左）と荒木選手の父義博さん（右）

優しさや思いやりの心で強まる絆
宮城県矢本第二中学校と交流

　菊陽中学校の生徒会執行部７人が８月19日～21日、
宮城県東松島市立矢本第二中学校を訪れました。菊陽
中学校は、東日本大震災後の平成23年11月から矢本
第二中学校と交流を続けてきました。平成23年には、
「心の交流」として手紙や千羽鶴を送り、平成24年に
は「物の交流」としてスイートピーなどの花の苗や「未
来の時を刻む時計」の目録を送りました。今年は「人
の交流」に取り組みました。交流の内容は、北小校区
の地域の人が作った竹とんぼを一緒に飛ばしたり、３
月11日の当日の映像を見たり、当時の様子を聞きま
した。他にお互いの方言で話す「方言合戦」や塩竃市
を訪れ被害の現状を見ました。
　菊陽中学校生徒会長の増田圭志さんは「被害の大き
かった石巻市立大川小学校も訪れました。普段の当た
り前が幸せだと気付きました。交流しているときは皆
さん元気に見えましたが、それは周りの人の優しさや
思いやりの心で支えられているからだと思いました。
私もそのような優しさや思いやりの心を持ち、多くの
人を支えられる人になりたいです」と述べました。

▲菊陽中学校（左）と宮城県矢本第二中学校（右）の生徒たち

交通安全を願って
武蔵ヶ丘中学校美術部が交通安全ポスター作成
　武蔵ヶ丘中学校の美術部員約20人が交通安全ポス
ターを作成しました。近年、車の交通量が多くなって
いることから、防犯ボランティアの井之口明洋さんが
美術部に依頼したもので、部員たちは約２カ月かけて
ポスター８枚を作成しました。
　作成した部員たちは「地域の人の要望で作成しまし
たが、描いているうちに交通安全の大切さを学びまし
た。大人たちも飲酒運転や運転中の携帯電話は絶対に
やめてほしい」と感想を述べました。

▲完成したポスターを手にはにかむ武蔵ヶ丘中学校の美術部員

新美南吉の魅力を満喫
「新美南吉の世界」パネル展

　「新美南吉の世界」パネル展が、９月４日～９月16
日、菊陽町図書館で開催されました。新美南吉は「ご
んぎつね」や「てぶくろをかいに」など心の通い合い
や美しい生き方を描いた童話作家で、死後70年がた
つ現在も多くの人に親しまれています。
　このパネル展は、新美南吉の生誕100年を記念し、
菊陽町図書館読み聞かせボランティアグループ「おは
なしの森さんさん」が企画し開催しました。生涯や作
品、故郷などを紹介したパネルが愛知県の「新美南吉
記念館」の協力を得て展示され、図書館に来館した多
くの人は興味深そうにパネルを眺めていました。また、
パネル展期間中は作品約70点を児童コーナーで紹介。
多くの来館者が手に取って作品を読んでいました。
　９月８日には「新美南吉の世界」おはなし会も開催。
「おはなしの森さんさん」が紙芝居や語りなどを交え
て13作品を紹介しました。会場いっぱいに集まった
愛好家や親子連れなど約70人は、情感あふれる読み
聞かせや語りを静かに聞き入っていました。

▲「おはなしの森さんさん」が南吉の作品を紹介しました

▲展示パネルを眺める来館者

にい み なんきち

しおがま

▲竹とんぼを渡す菊陽中の生徒（左） ▲竹とんぼで楽しく交流

ま ち のわだい
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I N F O R M A T I O N ※費用が掲載されていないものは無料となっています。 情 報 掲 示 板

▼
日
時　

11
月
３
日（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▼
場
所　

県
立
技
術
短
期
大
学
校
キ
ャ
ン
パ

ス

▼
内
容　

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
模
擬
店
、

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

▼
問
い
合
わ
せ

　

県
立
技
術
短
期
大
学
校　

教
務
学
生
課

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
３
２
）９
７
０
０

　

菊
陽
〝
ま
ち
〞
遊
び
と
は
、
菊
陽
町
の
商

工
業
者
や
農
家
が
自
ら
発
掘
し
、
考
え
出
し

た
菊
陽
町
の
魅
力
を
た
っ
ぷ
り
楽
し
む
た
め

の
体
験
型
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
コ
ス
モ
ス
を

使
っ
た
「
花
の
迷
路
」
や
野
菜
の
収
穫
体
験
、

試
食
会
、
バ
イ
ク
の
試
乗
会
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

普
段
は
知
ら
な
い
菊
陽
町
の
魅
力
を
ぜ
ひ

こ
の
機
会
に
味
わ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
10

月
上
旬
か
ら
参
加
者
を
募
集
す
る
予
定
で
す
。

詳
し
く
は
、
９
月
下
旬
に
全
戸
配
布
す
る
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

菊
陽
町
商
工
会　

☎（
２
３
２
）２
７
５
７

　

現
在
菊
池
地
域
で
は
ウ
リ
類
に
関
係
す
る

コ
ナ
ジ
ラ
ミ
類
や
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
が
媒
介
す

る
ウ
イ
ル
ス
病
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

栽
培
後
は
適
切
な
閉
め
込
み
や
次
の
取
り
組

み
を
実
施
し
、
地
域
で
の
病
害
発
生
を
防
ぎ

ま
し
ょ
う
。

▼
閉
め
込
み
が
で
き
る
農
地

❶
栽
培
終
了
後
は
ハ
ウ
ス
を
隙
間
な
く
閉
め
、

　

働
く
婦
人
の
家
利
用
者
の
各
講
座
生
が
日

頃
の
学
習
の
成
果
を
展
示
や
ス
テ
ー
ジ
で
披

露
し
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時

【
展
示
の
部
・
発
表
の
部
】
10
月
27
日（
日
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
20
分

※
展
示
の
部
は
、
10
月
26
日（
土
）午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
も
ご
覧
に
な
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

▼
場
所　

三
里
木
町
民
セ
ン
タ
ー

▼
問
い
合
わ
せ

　

三
里
木
町
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
３
２
）５
５
３
６

　

国
は
、
毎
年
10
月
を
土
地
月
間
と
し
、
土

地
の
適
正
利
用
の
普
及
啓
発
を
行
っ
て
い
ま

す
。
土
地
の
有
効
利
用
を
皆
さ
ん
で
考
え
ま

し
ょ
う
。

❶
公
共
の
福
祉
が
優
先
し
ま
す
。

❷
計
画
に
従
っ
た
適
正
な
利
用
が
大
切
で
す
。

❸
投
機
的
な
土
地
取
引
は
い
け
ま
せ
ん
。

❹
利
益
に
応
じ
た
適
切
な
負
担
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

　

ま
た
、
一
定
面
積
以
上
の
土
地
を
売
買
し

た
と
き
な
ど
は
、
買
主
に
よ
る
届
け
出
が
必

要
で
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

総
合
政
策
課　

総
合
政
策
係　

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
３
２
）２
１
１
２

▼
日
時　

10
月
６
日（
日
）

　
　
　
　

午
後
２
時
〜
午
後
４
時

　
　
　
　
（
開
場
：
午
後
１
時
30
分
）

▼
場
所　

菊
陽
町
図
書
館
ホ
ー
ル

▼
内
容　

❶
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
テ
ー
ジ
❷
ポ

ピ
ュ
ラ
ー
ス
テ
ー
ジ
❸
ス
テ
ー
ジ
ド
リ
ル
。

皆
さ
ん
が
楽
し
め
る
ス
テ
ー
ジ
に
な
っ
て

い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
ご
来
場
を
心
か
ら

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

菊
陽
中
学
校
吹
奏
楽
部（
西
田
）

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
３
２
）２
０
０
４

　

午
前
は
当
院
利
用
者
の
発
表
で
、
午
後
は

バ
ザ
ー
や
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時　

10
月
26
日（
土
）

　
　
　
　

午
前
９
時
50
分
〜
午
後
３
時
15
分

▼
場
所　

菊
陽
病
院

　
　
　
　

中
庭
・
O
T
棟
・
デ
イ
ケ
ア

▼
問
い
合
わ
せ

　

菊
陽
病
院（
担
当
：
中
園
・
森
）

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
３
２
）３
１
７
１

　

熊
本
県
立
技
術
短
期
大
学
校
で
技
短
祭

（
学
園
祭
）を
開
催
し
ま
す
。
当
日
は
施
設
の

見
学
な
ど
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
も
同
時

開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

株
を
抜
き
取
る
か
地
際
を
切
断
し
内
部
の

除
草
を
し
ま
す（
害
虫
は
餌
が
な
く
な
り

死
滅
し
ま
す
）。

❷
閉
め
込
み
の
期
間
は
10
月
か
ら
の
気
温
低

下
後
は
２
週
間
以
上
、
可
能
で
あ
れ
ば
1

カ
月
間
で
す
。

▼
閉
め
込
み
が
で
き
な
い
農
地

　
（
ウ
リ
類
栽
培
後
、
す
ぐ
に
他
作
物
を
作

付
す
る
場
合
や
、
露
地
栽
培
で
ウ
リ
類
を

栽
培
し
た
場
合
）

❸
他
の
作
物
に
害
虫
が
移
動
す
る
の
を
防
ぐ

た
め
、
農
薬
を
散
布
し
た
後
、
株
を
抜
き

取
る
な
ど
し
て
速
や
か
に
枯
ら
せ
て
く
だ

さ
い
。

❹
ウ
イ
ル
ス
病
が
発
生
し
て
い
る
場
合
は
、

植
物
を
抜
い
て
袋
な
ど
に
入
れ
、
密
封
し

ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

菊
池
地
域
振
興
局
農
業
普
及
・
振
興
課

　
　
　
　
　

☎
０
９
６
８（
２
５
）４
２
０
５

　

県
で
は
、
レ
ジ
袋
の
削
減
に
向
け
、
10
月

の
１
カ
月
間
「
マ
イ
バ
ッ
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

を
実
施
し
ま
す
。

　

期
間
中
は
、
一
斉
行
動
参
加
店
で
、
レ
ジ

袋
の
無
料
配
布
中
止（
有
料
化
）や
「
レ
ジ
袋

は
必
要
で
す
か
」
と
の
声
掛
け
、
ポ
ス
タ
ー

の
掲
示
な
ど
で
、
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
運
動
を

展
開
し
ま
す（
一
斉
行
動
参
加
店
は
県
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
）。

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

熊
本
県
廃
棄
物
対
策
課

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
３
３
３
）２
２
７
７

●
お
知
ら
せ
●

「
働
く
婦
人
の
家
」

講
座
発
表
会
を
開
催
し
ま
す

菊
陽
中
学
校
吹
奏
楽
部

第
34
回
定
期
演
奏
会

第
32
回
菊
陽
病
院
文
化
祭

10
月
１
日
は

「
土
地
の
日
」
で
す

菊
陽
町
を
知
っ
て
遊
ぼ
う
！

菊
陽〝
ま
ち
〞遊
び
が
始
ま
り
ま
す

ウ
リ
類
栽
培
終
了
後
は

病
害
虫
対
策
を
！

皆
さ
ん
、
買
い
物
に
は
マ
イ

バ
ッ
グ
を
持
参
し
ま
し
ょ
う
！

技
短
祭（
学
園
祭
）を

開
催
し
ま
す

ま ち のわだいKikuyo Town Topics

夜の図書館でわくわく読書
あそびの達人「図書館お泊まり探検隊」

NK-girls（長塚）初優勝！
平成25年度菊池郡子ども会球技大会

　平成25年度菊池郡子ども会球技大会が７月20日、
大津町で行われました。菊陽町からは４チームが参加。
激戦を繰り広げました。
　ソフトボールでは、緑ヶ丘スーパースターズが準優
勝。ビーチボールバレーでは、NK-girls（長塚）がうれ
しい初優勝を飾りました。
　優勝したNK-girls（長塚）は、８月18日に人吉市で
行われた県大会に出場し、決勝トーナメントまで進む
好成績を収めました。

　生涯学習課の主催講座「図書館お泊まり探検隊」が
８月22日～23日、菊陽町図書館で行われました。町
内の小中学生32人が参加しました。
　参加者は、夜のおはなし会や図書館内の探検をし、
閉館後も、時間が過ぎるのを忘れて本を読んでいまし
た。武蔵ヶ丘小学校６年生の德永有美さんは「図書館
に泊まって学校では読めない本が読めました。新しい
友達もできたので良かったです」とわくわくの体験を
振り返りました。

▲ビーチボールバレーで優勝したNK-girls（長塚）▲夜の図書館で夢中になって本を読む参加者

互いに支え合う地域づくりを目指して
人権のまち菊陽フェスタ

見違える美しさに
菊陽町土木建設業協会がボランティア清掃活動
　菊陽町内の建設土木業者有志でつくる菊陽町土木建
設業協会（堀内健司会長、会員39人）が、８月７日、
光の森と原水地区の町道の草刈りなどの清掃活動を行
いました。
　ボランティア作業は平成18年度から行われていて、
今年で８年目になります。
　厳しい暑さの中行った約３時間のボランティア清掃
活動。作業後には道路が見違えるように美しくなり、
地域の人々の交通の安全に貢献しました。

　「自分と他人がつながることで互いに支え合う地域
づくりをめざす」をテーマに人権のまち菊陽フェスタ
が９月７日、菊陽町図書館ホールで開催されました。
　熊本県人権啓発キャラクター「コッコロ」といちご
くらぶの楽しいステージショーや「ふれあい劇団」の
創作劇がありました。また、作家で詩人の青木新門さ
んが「いのちのバトンタッチ～映画おくりびとに寄せ
て～」と題し、生と死の尊さについて、本人の体験を
交えながら講演をしました。

▲暑い中清掃作業する菊陽町土木建設業協会の会員▲講演をした青木新門さん ▲ふれあい劇団の創作劇

ひと ひと まち
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I N F O R M A T I O N ※費用が掲載されていないものは無料となっています。 情 報 掲 示 板

シ
ニ
ア
の
た
め
の

健
康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　
「
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
」
と
会
員
に
よ

る
手
作
り
料
理
の
「
食
交
流
会
」
で
す
。
お

友
達
と
一
緒
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時　

11
月
30
日（
土
）

　
　
　
　

午
前
９
時
45
分
〜
午
後
０
時
30
分

▼
場
所　

西
部
町
民
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
者　

町
内
小
学
１
年
生
〜
３
年
生

▼
定
員　

50
人（
先
着
順
）

▼
費
用　

保
険
料
・
食
事
代　

２
０
０
円

▼
申
込
期
限　

10
月
31
日（
木
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

中
央
公
民
館

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
３
２
）２
１
１
６

▼
日
時　

10
月
20
日（
日
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

▼
場
所　

菊
陽
杉
並
木
公
園
さ
ん
さ
ん

　
　
　
　

公
園
管
理
セ
ン
タ
ー
会
議
室
１
階

▼
内
容　

❶
受
付
・
展
示
作
品
の
案
内

　
　
　
　

頼
山
陽
作
品（
掛
け
軸
・
書
籍
）

❷
講
演　
「
頼
山
陽
の
生
涯
と
魅
力
」

　
　
　
　

講
師
：
橋
本　

正
勝
さ
ん

❸
講
座　
「
頼
山
陽
の
詩
を
味
わ
う
」

　
　
　
　

解
説
：
上
田　

誠
也
さ
ん

▼
定
員　

80
人

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
漢
学
サ
ロ
ン（
世

話
人
：
上
田
）

【
平
日
】
午
後
６
時
〜
午
後
９
時

【
土
・
日
・
祝
日
】
午
前
９
時
〜
午
後
６
時

　
　
　
　

☎
０
９
０（
２
５
８
２
）０
２
３
３

　

児
童
虐
待
や
経
済
的
な
理
由
な
ど
家
庭
で

生
活
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
子
ど
も
を
保
護

者
に
代
わ
っ
て
育
て
る
人
を
「
里
親
」
と
い

い
ま
す
。
県
は
、
新
た
に
里
親
に
な
る
人
を

募
集
し
ま
す
。
ま
ず
は
「
里
親
制
度
説
明
会
」

を
開
催
し
ま
す
。
興
味
の
あ
る
人
、
里
親
を

希
望
す
る
人
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

11
月
19
日（
火
）　

午
後
１
時
30
分

〜
午
後
３
時（
予
定
）

▼
場
所　

熊
本
県
菊
池
地
域
振
興
局

▼
内
容　

制
度
説
明
、
個
別
相
談

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

熊
本
県
子
ど
も
家
庭
福
祉
課

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
３
３
３
）２
２
２
８

▼
日
時　

10
月
11
日（
金
）

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
前
10
時
30
分

▼
場
所　

菊
陽
杉
並
木
公
園
ふ
れ
あ
い
広
場

▼
集
合
場
所　

杉
並
木
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
者　

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
町
民
で
、

人
の
手
を
借
り
ず
に
30
分
程
度
の
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
が
で
き
る
人

▼
費
用　

保
険
料
１
０
０
円（
当
日
徴
収
）

▼
定
員　

50
人（
先
着
順
）

▼
申
込
期
限　

10
月
10
日（
木
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

❶
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会（
月
・
水
・
金
曜
日
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
３
２
）８
６
３
８

❷
介
護
保
険
課（
火
・
木
曜
日
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
３
２
）２
３
６
６

　

菊
陽
北
小
学
校
の
学
童
ク
ラ
ブ
の
指
導
員

を
募
集
し
ま
す
。
面
接
の
日
程
な
ど
は
後
日

連
絡
し
ま
す
。

▼
応
募
条
件　

子
ど
も
が
好
き
な
人
、
子
育

て
経
験
の
あ
る
人
、
年
１
回
程
度
の
研
修

を
受
講
で
き
る
人

▼
募
集
人
員　

１
人

▼
内
容　

児
童
の
保
育
と
安
全
管
理

▼
勤
務
時
間
・
時
給

❶
平
日（
放
課
後
〜
午
後
６
時
）　

８
０
０
円

❷
土
曜
日（
午
前
８
時
〜
午
後
６
時
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
２
０
円

❸
春
・
夏
・
冬
休
み（
午
前
８
時
〜
午
後
６
時
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
０
０
円

▼
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課　

子
育
て
支
援
係

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
３
２
）４
９
１
３

▼
日
時　

11
月
15
日（
金
）〜
12
月
２
日（
月
）

　
　
　
　

午
後
７
時
30
分
〜
午
後
９
時
30
分

　
　
　
　

毎
週
月
・
金
曜
日（
全
６
回
）

▼
場
所　

西
部
町
民
セ
ン
タ
ー

▼
講
師　

内
平　

敬
子
さ
ん

▼
費
用　

参
加
費
１
，
２
０
０
円

▼
持
参
物　

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン

▼
定
員　

15
人（
先
着
順
）

▼
受
付
開
始　

10
月
15
日（
火
）〜

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

西
部
町
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
３
３
８
）３
４
４
３

●
募　
　

集
●

親
子
ふ
れ
あ
い
講
座

「
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
も
う
」

学
童
ク
ラ
ブ
指
導
員

公
開
講
座

「
頼
山
陽
学
処　

菊
陽
」

里
親
制
度
説
明
会

手
持
ち
パ
ソ
コ
ン
講
座

「
手
作
り
年
賀
状
」

非常勤職員を募集します
▼募集人員　１人

▼勤務地　　健康・保険課

▼勤務時間　午前８時30分～午後５時15分（７時間45分）

▼応募方法　履歴書を健康・保険課保健予防係に持参するか、
郵送してください。封筒に「履歴書在中」と朱書きしてください。

▼受付期間　10月１日（火）～10月15日（火）　
※最終日は、午後５時15分まで必着。

▼面接日　後日、個別通知します

▼申し込み・問い合わせ　〒869-1192（住所不要）
　菊陽町役場　健康・保険課　保健予防係　☎（232）4912

事務補助

資格

日給：5,520円
※月16日以内

賃金

11月１日～
平成26年３月31日

任用期間 勤務内容

❶データ入力事務
❷事務補助

○普通自動車免許を有すること（ＡＴ
　限定も可）
○パソコンでWord、Excelが使いこ
　なせること

応募条件

備考雇用保険あり
社会保険なし
通勤手当なし

備考

ら
い
さ
ん
よ
う
ま
な
び
ど
こ
ろ

図書館 ☎２３２-０４０４　　図書館ホール ☎２３２-７７５６
ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｋｉｋｕｙｏ-ｌｉｂ．ｊｐ問い合わせ

ほんの森のほんの森
菊陽町図書館だより 新しく届いた本

開館時間　月・水・金・土・日／午前10時～午後6時
　　　　　木／午前10時～午後8時
休 館 日　毎週火曜日・毎月第3水曜日（館内整理日）
　　　　　年末年始（12月28日～1月3日まで）
　　　　　特別整理期間（年1回）

なぜ本屋に行くとアイデアが生まれるのか

心づかいの技術

有川浩の高知案内 

高校生からわかる政治のしくみと議員のしごと

みるみる理解できる太陽と惑星

図解入門よくわかる最新「橋」の基本と仕組み

世界一のココロの翼を目指した“名物機長”のホスピタリティ

演じてみようつくってみよう紙芝居 

明日は味方。

流転の魔女

嶋浩一郎／〔著〕　　祥伝社

鈴木健二／著　　新潮社

有川浩／案内　　メディアファクトリー

山田健太／編集・執筆　　トランスビュー

〔水谷仁〕／〔監修〕　　ニュートンプレス

五十畑弘／著　　秀和システム

山形和行／著　　ごま書房新社

長野ヒデ子／編　　石風社

山本一力／著　　集英社

楊逸／著　　文藝春秋

おはなし会のお知らせ
場所：おはなしのへや

● 図書館からのお知らせ ●

★朝のおはなし会（おはなしの森さんさん）
　毎月第１・２水曜日 午前11時～午前11時30分
　（10月２・９日、11月６・13日）  
★夕方のおはなし会（図書館職員）
　毎週木曜日　午後５時～午後５時30分
　（10月３・10・17・24・31日）
★日曜のおはなし会（おはなしの森さんさん）
　毎月第２・４日曜日　午後２時～午後２時30分
　（10月13・27日、11月10・24日）
★あかちゃんと楽しむわらべうた（図書館職員）
　10月23日（水）　午前11時～午前11時30分
　０歳児の赤ちゃんが対象です。

☆主催者の都合により内容変更の場合があります。
☆図書館駐車場が満車の際は、隣接する公園の駐車場をご利用ください。
☆練習・リハーサルなどは掲載していません。

平成26年５月分のホール使用の調整会議（抽選会）を、11月10日（日）の午前９時30分から図書館
ホールで行います。認め印をご持参のうえ、時間までにお集まりください。

〈平成25年９月８日現在確定分〉

日  曜 開場 開演 終演 入場方法 対象者

菊陽町図書館ホール　平成25年10月 催し物
催し物 主催者

安心・安全なまちづくりをめざす町民大会
菊陽中学校吹奏楽部第34回定期演奏会
ワークショップ“ちょうちん”をつくろう
菊陽町防衛議員連盟発足式
おっと痛快 絵本読み語りの旅でぃ！菊陽の宿
菊陽町長ローカルマニフェスト検証大会
熊本県行政書士会市民講座「遺言・相続講演会」
歌と踊りの祭典

無料
無料

無料
無料
無料
無料
無料

どなたでも
どなたでも

どなたでも
どなたでも
どなたでも
どなたでも
どなたでも

菊陽町総務課（☎232-2111）
菊陽中学校吹奏楽部（☎232-2004）
菊陽町図書館（☎232-0404）
吉本さん（☎090-4345-7264）
菊陽町図書館（☎232-0404）
東熊本青年会議所（☎292-1855）
熊本県行政書士会（☎385-7300）
ＳＡＮ企画（坂本さん☎090-3075-9456）

2
6
12
14
19
21
24
27

水
日
土
月
土
月
木
日

17:30
13:30

13:30
13:00
18:30
13:00
9:00

18:00
14:00

10:00~11:00 14:30~15:30
14:00
13:30
19:00
13:30
10:00

20:00
16:00

17:00
15:00
21:00
16:00
16:30

参加費無料　申込み不要
どなたでも参加できます

　菊陽町図書館では、開館10周年記念事業として絵本作家の飯野和
好さんをお招きします。飯野さんの唄あり笑いありの楽しい読み語
りオンステージ！小さい子どもから大人まで一緒に楽しめます。入
場無料。事前申し込みは不要です。またとないこの機会にぜひご来
場ください。
■日時　10月19日（土）　午後１時30分～午後３時（開場：午後1時）
■場所　菊陽町図書館ホール

★ワークショップ　“ちょうちん”をつくろう
自分だけのオリジナル“ちょうちん”を作ろう！
図書館職員が行う工作ワークショップ。どなたでも参加できます。
■日時　10月12日（土）　❶午前の部　午前10時～11時
　　　　　　　　　　　 ❷午後の部　午後２時30分～３時30分
■場所　菊陽町図書館ホール
　　　　（参加費無料、事前申し込みは不要です）

～10月19日（土）　絵本作家の飯野和好さんがやってくる～
☆おっと痛快　絵本読み語りの旅でぃ！菊陽の宿☆

いい の かずよし
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